
東京電力ホールディングス株式会社
使用済燃料プール対策

2020/1/30現在

15 22 29 5 12 19 26 2 9 16 下 上 中 下 前 後

基本設計

ガレキ状況調査結果等の分析・評価、ガレキ撤去計画の継続検討

①現地調査等（'13/7/25～）

②作業ヤード整備 等

③ガレキ撤去

④SFP周辺小ガレキ撤去（南側）

SFP養生設置
(準備作業含）

基本検討

⑤現地調査等

⑥オペレーティングフロア残置物移動・片付

　　　　　　　　　　　　　　　使用済燃料プール対策　スケジュール

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定
3月 4月12月 1月 2月

備　考

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
対
策

カ
バ
ー

燃料取り出し用カバーの
詳細設計の検討

原子炉建屋上部の
ガレキの撤去

燃料取り出し用カバーの
設置工事

１
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討
　・現地調査等
　・作業ヤード整備
　・ガレキ撤去
　・SFP周辺小ガレキ撤去
　・ウェルプラグ調査
　・SFP内干渉物等調査
　・オペフロ調査
  ・ウェルプラグ上のH鋼撤去
（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討
　・現地調査等
　・作業ヤード整備
　・ガレキ撤去
　・SFP周辺小ガレキ撤去
　・SFP養生設置（準備作業含）
　

検
討
・
設
計

【主要工程】
〇ガレキ撤去
・ガレキ撤去：'18/1/22～
・Ｘブレース撤去：'18/9/19～'18/12/20
・機器ハッチ養生：'19/1/11～'19/3/6
・屋根鉄骨分断：'19/2/5～'19/2/22
・SFP周辺小ガレキ撤去：'19/3/18～
・ウェルプラグ調査：'19/7/17～'19/8/26
・ＳＦＰ内干渉物等調査：'19/8/2、'19/9/4～6　9/20、27
・ウェルプラグ上のH鋼撤去：'19/8/28
・ＳＦＰ養生設置（準備作業含）：'20/3 ～
【規制庁関連】
・オペレーティングフロア床上ガレキの一部撤去等　実施計画変更認可
（2019/3/1）

※○番号は、別紙配置図と対応

現
場
作
業

３
号
機

（実　績）
　・－

（予　定）
　・－

検
討
・
設
計 【主要工程】

　・竣工（建築工事）'18/10/31
　・竣工（機械工事）'19/7/22現

場
作
業

2
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討(SFP養
生
　　・オペフロ残置物撤去方法の検討含
む)
　・現地調査等
　・オペレーティングフロア
　　残置物移動・片付け後（その２）

（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討
　・現地調査等
　・オペレーティングフロア
　　残置物移動・片付け（その３）

【主要工程】
　・2号機周辺建屋屋根面の雨水対策工事を設計中
　・準備工事（作業ヤード整備等）：'18/10/18～'19/3/24
　・2号機T/B下屋ガレキ等撤去：'19/3/25～19/10/31
　・2号機R/B下屋ガレキ等撤去：'19/11/1～20/2/下
　・2号機Rw/B床面清掃・排水ルート切替：'20/1/下～
　

現
場
作
業

検
討
・
設
計

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：継続検討
　・ヤード整備工事   ：'15/3/11～'16/11/30
　・西側構台設置工事：'16/9/28～'17/2/18
　・前室設置工事　　：'17/3/3～'17/5/16
　・屋根保護層撤去（遠隔重機作業）：'18/1/22～'18/5/11
　・オペレーティングフロア西側外壁開口：'18/4/16～'18/6/21
　・鉄骨トラス状況確認：'18/2/28～18/3/17
　・オペレーティングフロア調査：'18/6/25～'18/7/18
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け：'18/8/23～'18/11/６
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け後調査と
　　片付け：'18/11/14～'19/2/28
　・西側構台設備点検：'19/2/13～'19/3/26
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け（その２）：'19/3/25～
'19/８/27
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け（その３）：'19/９/10～’
20/2/25
 【規制庁関連】
　・西側外壁開口設置
　　実施計画変更認可（2017/12/21）
　※○番号は、別紙配置図と対応

現
場
作
業

【主要工程】
　・実証試験：'18/8/28～'19/4/2
　・準備工事：'18/12/3～'19/7/31
　・排気筒事前調査：'19/4/2～'19/4/18
　・排気筒解体工事：'19/8/1～
【規制庁関連】
　・1/2号機排気筒解体
　　実施計画変更認可('19/2/27)

現
場
作
業周

辺
環
境

1/2号機共用排気筒解体

（実　績）
　・排気筒解体工事
　　（10Ｂ／２３Ｂ解体完了）

（予　定）
　・排気筒解体工事

検
討
・
設
計

海洋汚染防止対策等

（実　績）
　・詳細設計
　・準備工事（作業ヤード整備等）
　・ガレキ撤去等（タービン建屋）

（予　定）
　・詳細設計
　・ガレキ撤去等（原子炉建屋下屋）

検
討
・
設
計

詳細設計

解体工事

残置物移動・片付（その３）

2号機R/B下屋ガレキ撤去

2号機Rw/B床面清掃等

最新工程反

クレーン点検
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東京電力ホールディングス株式会社
使用済燃料プール対策

2020/1/30現在

15 22 29 5 12 19 26 2 9 16 下 上 中 下 前 後

　　　　　　　　　　　　　　　使用済燃料プール対策　スケジュール

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後１ヶ月の予定
3月 4月12月 1月 2月

備　考

基本検討

基本検討

クレーン／燃料取扱機のメンテナンス等検討

⑦燃料取り出しおよびガレキ撤去作業

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
対
策

燃
料
取
扱
設
備

クレーン／燃料取扱機の
設計・製作

プール内ガレキの撤去、
燃料調査等

１
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討

（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：2014年10月
　　　→プール燃料取り出しに特化したプランを選択
　・ガレキ撤去計画継続検討現

場
作
業

2
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し方法の基本検討
（予　定）
　・燃料取り出し方法の基本検討

検
討
・
設
計

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：継続検討

検
討
・
設
計

【主要工程】
○クレーン／燃料取扱機等設置点検：
　・燃料取扱設備点検：'19/7/24～'19/９/2

○燃料取り出しおよびガレキ撤去作業 ：
　・訓練、ガレキ撤去：'19/3/15～
　・燃料取り出し：'19/4/15～
　・燃料取り出し再開：'19/12/23～

【規制庁関連】
　・３号機燃料取り出し、燃料の取り扱い及び構内用輸送容器
　　実施計画変更認可申請（2018/3/27）
　　実施計画変更認可申請の一部補正（2019/2/15）
　　実施計画変更認可申請の認可（2019/3/12）
　・３号機プール内小ガレキ撤去、エリアモニタ、ダストモニタ
　　実施計画変更認可申請の一部補正（2018/4/13）、認可（6/8）
　・３号機損傷・変形等燃料用輸送容器実施計画変更認可申請
（2019/8/20）

現
場
作
業

共
用
プ
ー
ル

燃料受け入れ

（実　績）
　・３号機燃料受け入れ

（予　定）
　・３号機燃料受け入れ

現
場
作
業

【主要工程】
○共用プール設備点検：
　・クレーン点検：'20/3/27～'20/4/6
　・燃料取扱機点検：'20/3/27～'20/4/28

【規制庁関連】
　・共用プール損傷・変形等燃料ラック実施計画変更認可申請
（2019/7/11）

３
号
機

（実　績）
　・クレーン／燃料取扱機の
　　メンテナンス等検討
　・ガレキ撤去
　・燃料取り出し
　・マニピュレータ/マスト不具合対応

（予　定）
　・ガレキ撤去
　・燃料取り出し
　

検
討
・
設
計

燃料取り出し

３号機燃料受け入れ

ガレキ撤去・燃料健全性確認

マニピュレータ/マスト不具合対応

実績反映

共用プール燃料取扱設備点検

３号機燃料取扱設備点検
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N

１，２，３号機 原⼦炉建屋上部⽡礫撤去⼯事 燃料取り出し⽤カバー⼯事 他 作業エリア配置図
東京電⼒ホールディングス株式会社

使⽤済燃料プール対策
2020年1⽉30⽇

備考 R/B：原子炉建屋 T/B：タービン建屋

凡例

青部分 ・・・３号機工事

・・・現在実施中の作業

・・・今後予定の作業

・・・完了作業

赤部分 ・・・２号機工事

＃１ Ｔ/Ｂ

Ｒ/Ｂ

地組ヤード

②作業ヤード整備等

⑦燃料取り出しおよびガレキ撤去作業（2019/4/15～）

＃２ Ｔ/Ｂ

Ｒ/Ｂ

⑤現地調査等（2015/3/11～）黄部分 ・・・１号機工事

①現地調査等（2013/7/25～）

③ガレキ撤去
(2018/1/22～)
④SFP周辺小ガレキ撤去
(2019/3/18～)

⑥オペレーティングフロア残置物移動・片付け
（2回目）(2019/3/25～)



1号機 ガレキ撤去作業時の
ガレキ落下防⽌・緩和対策の実施について

2020/1/30

東京電⼒ホールディングス株式会社
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 原⼦炉建屋の屋根は、⽔素爆発の影響によりオペレーティングフロア（以下、オペフロ）
に落下し、北側はオペフロ床上に、南側は天井クレーンの上に落下。また、崩落屋根はつ
ながった状態で、北側から南側に向かって隆起している状況。

 崩落屋根は、ルーフブロック等、屋根スラブ、デッキプレート、屋根鉄⾻が重なっている。

※防⾵フェンス取付前の写真を使⽤

崩落屋根の状態

ルーフブロック等
屋根スラブ
デッキプレート
屋根鉄⾻
⼩ガレキ

崩
落
屋
根

オペフロ上の崩落屋根状況（平⾯）

オペフロ上の崩落屋根状況（⻄⾯）

崩落屋根N 天井クレーン

北側 中央 南側

2017年6⽉時点

1．ガレキ撤去開始前のオペレーティングフロアの状況（崩落屋根下）
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天井クレーン・FHMのイメージ図
（3Dスキャン結果と写真を基に作成、配置図A⽅向）

 オペフロ南側では、SFP上にFHM及び天井クレーンが配置されており、
崩落屋根が天井クレーン上に落下している状況。

 天井クレーンは、北側ガータが変形してFHMに接触しており、
トロリが傾いている状況。

 FHMは、中央部および脚部の⼀部が変形している状況。

崩落屋根の状況

N

オペフロ床上配置図

南

北

⻄東
天井クレーン北側ガーダ

天井クレーン南側ガーダ

ＦＨＭ

ＦＨＭトロリ

天井クレーントロリ

外周鉄⾻

天井クレーン
SFP
FHM

ウェルプラグ
A A

2．ガレキ撤去開始前のオペレーティングフロアの状況（崩落屋根下機器等）
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①SFP養⽣

ウェルプラグ

①SFP養⽣
 屋根鉄⾻・⼩ガレキ等がSFPに落下した際に燃料等の健全性に影響を与えるリスク低減
②SFPゲートカバー
 屋根鉄⾻・⼩ガレキ等がプールゲート上に落下した際のプールゲートのずれ・損傷による

⽔位低下リスクを低減
③天井クレーン⽀保、④FHM⽀保
 屋根鉄⾻・⼩ガレキ等撤去により、天井クレーン/FHMの位置ずれや荷重バランスが変動し

天井クレーン落下に伴うダスト⾶散のリスク及び燃料等の健全性に影響を与えるリスク低減

3．ガレキ落下防⽌・緩和対策の全体概要及び⽬的

機器ハッチ養⽣

︓Xブレース撤去箇所
②SFPゲートカバー

④FHM⽀保

SFP養⽣固定スペーサ

③天井クレーン⽀保

 南側ガレキ撤去に際し屋根鉄⾻・ガレキ等が落下するリスクを可能な限り低減するため，
崩落屋根下についてガレキ落下防⽌・緩和対策を実施する。
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4．SFP養⽣設置概要

①養⽣ﾊﾞｯｸﾞ設置 ②ﾊﾞｯｸﾞ投⼊（開始） ③ﾊﾞｯｸﾞ投⼊（完了）

④ﾊﾞｯｸﾞ展張 ⑤ｴｱﾓﾙﾀﾙ注⼊・設置完了 配置イメージ

養⽣バッグ

バッグ投⼊装置（東作業床)

展張（北⇒南）

SFP

原⼦炉建屋東側に設置した作業床に養⽣バッグ投⼊装置を設置し、巻物状にした養⽣バッ
グをSFPに投⼊（①〜③）。投⼊完了後に養⽣バッグを空気で展張させ（④）、展張後に
エアモルタルを注⼊して設置完了（⑤）。

⻄
作
業
床

南
作業床

SFP

ウェルプラグ
投⼊装置

養⽣バッグ
東

作業床
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東作業床に設置したオーシャンクレーンにより、遠隔操作にてプールゲートに接触しない
ようプールゲート上部に設置する。

5．SFPゲートカバー設置概要及び構造

平⾯図

A-A ⽮視

SFP
ゲートカバー

SFP養⽣

東作業床

SFP

ウェルプラグ

N

AA
プールゲート

図︓SFPゲートカバー概略図

プール
ゲート

オーシャンクレーン
SFP

ゲートカバー

③⾼強度発泡スチロール
+ポリウレア塗装

①フレーム

③発泡スチロール

②吊り⾦具

③⾼強度発泡スチロール

SFP側

ウェル
プラグ側

①ストッパー

①ストッパー
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6．天井クレーン⽀保、FHM⽀保概要

天井クレーン支保 FHM支保

⻄作業床から北側ガーダV字変形部の下部に⽀保材を設置
する

南作業床から損傷程度の⼤きいFHM東側サドル部近傍の
FHM下部に⽀保梁を設置する

クレーン⽀保

N

⻄作業床よ
り挿⼊

天井クレーン
北側ガーダ
（V字変形）

FHM

FHM
⽀保

N

南作業床より
挿⼊

FHM
東側サドル部

天井クレーン
南側ガーダ

天井クレーン・ＦＨＭ落下対策として、天井クレーンとＦＨＭに対してアクセス可能で効
果的な位置に⽀保材と⽀保梁の設置を実施する。

⽀保材※1

⽀保梁（⾼張⼒鋼）

(※１)天井クレーン⽀保材 概略構造を以下に⽰す

支保バッグ

型枠

自走台車

天井クレーン⽀保材概略構造

天井クレーン
北側ガーダ

⽀保バッグ設置 断⾯イメージ

底板

支保バッグ 仕様

外形 W2000mm×L1850mm×Ｈ630mm

材質
外装

天端⾯ ポリエステル
（内袋1層＋外袋2層）

側⾯
・底⾯

⾼強度ポリエステル
（内袋1層＋外袋1層）

充填材 無収縮モルタル
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7．天井クレーン⽀保設置概要

南
作業床

東
作
業
床

SFP

ウェルプラグ

⻄作業床

北側ガーダ

クレーン⽀保材（⾃⾛台⾞＋バッグ）

⻄
作業床 天井クレーン

北側ガーダ

FHM

モルタル
充填箇所

⻄作業床から⽀保材を挿⼊するためのレールを設置し（①〜②）、レール上に⽀保材（⾃
⾛台⾞＋バッグ）を設置して北側ガーダのV字変形部下部まで⾃⾛させる（③〜④）。その
後、⽀保材のバッグに無収縮モルタルを充填し、ガーダ形状に倣った⽀保材を形成させる
（⑤）。

①レール挿⼊ ②レール設置 ③⽀保材・台⾞設置

④台⾞⾃⾛完了 ⑤モルタル充填、設置完了 配置イメージ
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8．FHM⽀保設置概要

①⽀保梁設置 ②⽀保梁挿⼊ ③⽀保梁挿⼊（拡⼤図）

④⽮板設置 ⑤⽀保梁設置（完了） 配置イメージ

南作業床に梁挿⼊装置及び⽀保梁を設置し（①）、梁挿⼊装置及びガイドローラを⽤いて
⽀保梁をFHM下部に挿⼊する（②〜③）。その後、⽀保梁とFHMの隙間に⽮板を設置して
⽀保梁の固定を⾏う（④〜⑤）。

⻄
作
業
床

南
作業床

東
作
業
床

SFP

ウェルプラグ

梁挿⼊装置

南作業床

東作業床

⽀保梁

東作業床

ミニクローラ
クレーン

⽮板挿⼊装置（⾃⾛式） 梁挿⼊装置

FHM

FHM 挿⼊⽅向

ガイドローラ CRハンガーベース

FHM
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9．FHM下部⽀障物撤去

切断位置

切断対象ケーブル

アタッチメント ⼯法 ⽤途

把持 切断時の把持

押し切り
切断 ケーブルの切断

機械的
切断

照明保護カバーの
切断

（⽕気養⽣あり）アタッチメント
マルチハンドブームロボット

FHM⽀保の設置では南作業床から⽀保梁を挿⼊するが、挿⼊作業に⽀障となる照明保護カ
バー及びケーブルを撤去する必要がある。

撤去作業には、南作業床にマルチハンドブームロボットを設置して、マルチハンドロボット
先端にアタッチメントを装着し、撤去対象を把持して切断、撤去する。

照明保護カバーFHM下部

FHM下部の状況 （2019.12撮影）
SFP

南
作業床

SFP

作業範囲
(FHM下部)

FHM
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10．⽀障物の撤去⽅法

ガレキ名称 員数 推定⼨法(mm) 推定質量(kg)
⾦属⽚ 2※1 （最⼤）100×40×10 〜0.3

コンクリート⽚ 1※1 φ100程度 〜1.5
導線 （0〜数本）※2 （最⼤⻑さ）2200程度 〜0.2/m

 ⽀障物である照明保護カバーおよびケーブルについては、マルチハンドブームロボットで把
持した上で切断、撤去を実施し落下防⽌を図る。

 なお、ケーブルに絡まっているコンクリートなどの⼩ガレキは落下するが、燃料に影響を与
えるものではない。

把持

切断

※1 現状ケーブル内部に確認できる員数
※2 導線束を把持して切断するが，把持した束と切断する導線が⼀致しない場合，落下するリスクがある

細かな
コンクリート⽚

照明保護カバー
模擬体

図︓モックアップ試験写真
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SFP周辺⼩ガレキ撤去により必要な作業空間が確保でき次第、SFPゲートカバー、SFP養⽣、
FHM⽀保及び天井クレーン⽀保を実施する予定。

ガレキ落下防⽌・緩和対策の実施に向けて、事前にトレーニングを⾏い万全な体制を整え
た上で安全最優先に作業を実施する。

11．スケジュール

※⼯事進捗などにより⼯程が変更する可能性がある

12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12年度 2019 2020

主要⼯程

⽀障ガレキ撤去（東側・南側）

⽀障ガレキ撤去（⻄側）

SFPゲートカバー

SFP養⽣

FHM⽀保

天井クレーン⽀保

FHM下部⽀障物撤去

⼤型カバー設置準備

燃料取り出し
プラン選定
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【参考】燃料健全性評価

 万⼀、⽀障物が落下した場合において、燃料へ与える影響は以下の通りである。
 ⽀障物が燃料ハンドルに衝突すると、ハンドル及び燃料棒上部に取り付けられている
バネに荷重が加わり、バネが圧着すると燃料被覆管に荷重が加わる。

 荷重により⽣じる燃料被覆管の変形量が弾性範囲内となるときの燃料被覆管等に吸収
されるエネルギー（以下、吸収エネルギー）よりも、⽀障物の運動エネルギーが⼩さ
ければ、燃料被覆管の変形は弾性領域内にとどまる。

 ⽀障物の中で最⼤重量である照明保護カバー（約5kg）が落下した場合の運動エネル
ギーを評価した結果、吸収エネルギーを下回ることから、燃料への影響はないと考え
られる。

⽀障物
①⽀障物の運動エネルギー
②燃料被覆管の変形が弾性範囲内となる
時の吸収エネルギー

①が②を下回ることを確認する
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【参考】SFP養⽣バッグ設置作業モックアップ試験

投⼊作業性試験︓投⼊装置を⽤いて養⽣バッグを模擬プールに投⼊(①~③）
展張試験︓養⽣バッグを模擬プールに投⼊しエアにより展張(④、⑤)
充填試験︓養⽣バッグを展張させた状態からエアモルタルを充填(⑥)

①養⽣ﾊﾞｯｸﾞ投⼊ ②ﾊﾞｯｸﾞ着⽔ ③ﾊﾞｯｸﾞ投⼊完了

④ｴｱによる展張開始 ⑤展張完了 ⑥ｴｱﾓﾙﾀﾙ注⼊後

展張
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【参考】SFPゲートカバー設置作業モックアップ試験

②︓クレーン上部⼲渉物回避①︓ゲートカバー搬⼊（SFP上移動時）

設置作業性試験︓クレーン上部の⼲渉物に接触することなく搬⼊(①、②)
プールゲートに接触することなく、SFPゲートカバーを設置する(③、④)

ウェルプ
ラグ

プールゲート
模擬体

SFPゲートカバー

クレーン上部⼲
渉物模擬体

クレーンブーム
先端

③︓ゲートカバー設置（途中） ④︓ゲートカバー設置完了

プールゲート
模擬体

カメラフレーム

カメラ

カメラ

SFPゲートカバー

SFPゲートカバー
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【参考】FHM⽀保設置作業モックアップ試験

⽀保梁設置作業性試験︓⽀保梁挿⼊装置を⽤いて⽀保梁をＦＨＭ下部模擬体の下に挿⼊(①~③）
⽮板挿⼊作業性試験︓⽮板挿⼊装置を⽀保梁に設定し、⾃⾛により⽀保梁とＦＨＭの隙間に設置

（④〜⑤）

②⽀保梁挿⼊①⽀保梁挿⼊装置への⽀保梁搭載 ③⽀保梁挿⼊（完了）

④⽮板挿⼊装置の⽀保梁への設定 ⑤⽮板挿⼊装置⾃⾛、挿⼊完了

⽀保梁

支保梁挿入装置

FHM下部模擬体

⽀保梁

⽀保梁（先端部）

矢板

⽮板挿⼊装置

ＦＨＭ下部模擬体

⽮板挿⼊装置
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【参考】天井クレーン⽀保設置作業モックアップ試験

レール

天井クレーン
ガーダ模擬体

レール

②レール設定①レール吊り込み

模擬作業床

③⽀保材⾃⾛（完了）

④⽀保材型枠上昇、モルタル充填 ⑤モルタル充填完了 モルタル充填イメージ

充填前 充填後

⽀保バッグ

型枠

⽀保材

天井クレーン
ガーダ模擬体

型枠

⽀保バッグ

天井クレーン
ガーダ模擬体

天井クレーン
ガーダ模擬体

レール及び⽀保材設置作業性試験︓レール及び⽀保材を吊り込み設置し、⽀保材を天井クレーン
ガーダの模擬体下部まで⾃⾛(①~③）

充填試験︓⽀保材の型枠を上昇させ（④）、型枠に保持された⽀保バッグに無収縮モルタルを充填(⑤)



3号機 燃料取り出しの状況について

東京電⼒ホールディングス株式会社

2020年1⽉30⽇



１．燃料取り出しの状況

1

 燃料取り出し再開に向けた準備作業中に発⽣した不具合への対策や機器の動作確
認を終えたため、2019年12⽉23⽇に燃料取り出し作業を再開した。

 2020年1⽉20⽇、8回⽬取り出しにて使⽤済燃料の取り出し（輸送容器への装
填）を開始した。なお、8回⽬取り出しは新燃料3体および使⽤済燃料4体を取り
出し、3号機使⽤済燃料プールの新燃料計52体の取り出しは完了した。

 2020年1⽉25⽇時点で、計56体の燃料の共⽤プールへの輸送が完了している。

使⽤済燃料の輸送容器への装填状況使⽤済燃料のラックからの取り出し状況



N

輸送
容器

 ⼤部分の燃料上部についてガレキの撤去を進めている

２．ガレキ撤去状況

2

凡例︓
■︓燃料取出済 ■︓ガレキ撤去完了＝燃料取り出しが可能な状態 ■︓ガレキ撤去中 ■︓ガレキ撤去未実施
□︓燃料が⼊っていないラック ︓落下した燃料交換機、コンクリートハッチがあったエリア

 ガレキ撤去によりハンドルが確認できた燃料は、447体/566体（先⽉から+110体）
そのうちこれまでハンドル変形を確認した燃料は、13体（先⽉から＋1体）

ハンドル
確認済み
447



３．ガレキ撤去進捗に伴うハンドル変形の確認

 1⽉17⽇３号機使⽤済燃料プール内のガ
レキ撤去作業中に新たに１体についてハ
ンドル変形を確認した。

 この１体を含め、これまでにハンドル変
形を確認した総数︓13体

N

輸送
容器

新たに確認したハンドル変形燃料

拡⼤

南

南

※

※ 新たに1体確認したハンドル変形燃料の位置を訂正（2020/4/6）
3



４．今後の取り出し計画

2019 2020
１Q ２Q 10 11 12 1 2 3 １Q ２Q ３Q ４Q

燃料取り出し

ガレキ撤去

関連⼯程

損傷・変形等燃料
取り出しに向けた
準備

※⼯程調整中

燃料取り出し
（3回）

燃料取り出し
（1回）

燃料取り出し訓練不具合対策

ガレキ撤去 ガレキ撤去

共⽤プール
燃料取扱設備点検

3号機
燃料取扱設備点検

新燃料

実施計画申請
(共⽤プールラック)

▼ ラック材料⼿配・製造

実施計画申請
（輸送容器バスケット)

▼

取扱い⽅法の検討

旋回不良事象対応 燃料取り出し

共⽤プール・３号機
燃料取扱設備点検※

使⽤済燃料
損傷・変形等燃料

燃料取り出し(体制強化)

ガレキ撤去

設置⼯事※

訓練※

実施計画申請
(共⽤プール遮へい⽔深)

▽

実施計画申請
(３号機使⽤済燃料プール取扱い⽅法)

▽

バスケット等材料⼿配・製造

訓練※

マストワイヤロープ交換等

4

 今後の対応
ガレキ撤去を先⾏で進めることにより、2020年度末に燃料取出完了の⾒込み。
引き続き、周辺環境のダスト濃度を監視しながら安全を最優先に作業を進めて
いく。



【参考】マニュピレータ左腕⼿⾸の回転が速い事象について

5

 1⽉21⽇、使⽤済燃料プール内のガレキ撤去時において、マニピュレータの左腕
⼿⾸の回転の微調整操作を⾏った際、通常より⼿⾸が速く回転することを確認。

 動作確認の結果、当該マニピュレータの左腕⼿⾸以外は、通常どおり動作するこ
とを確認。

 予め定めていた以下に⽰す代替処置に基づき燃料取り出し作業は実施できるため、
今後の作業に影響はない。

燃料取り出し作業
輸送容器の⼀次蓋締め付け時、蓋締め付け
ボルトのトルクを確認して密封確認しているが、
あわせて実施する密封確認装置のバルブ操作に
左腕を使⽤している。代替処置として地上階に
吊りおろし後、有⼈作業にて当該の密封確認を
実施し、燃料取り出し作業を継続実施している。
ガレキ撤去作業
マニピュレータの右腕を使⽤し、ガレキ撤去
作業を継続実施。また、マニピュレータの左腕
の回転に注意しながら左腕によるガレキ撤去を継続。
なお，マニピュレータ左腕は予備品を保有済。

マニピュレータ左腕⼿⾸

回転



東京電⼒ホールディングス株式会社

福島第⼀原⼦⼒発電所 1/2号機排気筒解体⼯事進捗状況

東京電⼒ホールディングス株式会社

2020年1⽉30⽇



1

1．1/2号機排気筒解体概要

主な解体部材

 本⼯事は耐震上の裕度向上を⽬的に，上部約60mの解体⼯事に2019年８⽉から着⼿。
 23ブロックに分けて解体する計画のうち，10ブロック⽬までの解体を1⽉23⽇に完了。
 現在，11ブロック⽬の解体作業中。

▼GL+120m

解体
計画範囲

▼GL+59m

筒⾝ 鉄塔
16ブロック 7ブロック

ブロック解体とは別に，単体で除却する部材も有り（約60ピース）

9/1解体1
2
3

4

9/26解体
10/22解体

5 12/4解体

67

89
10

12/24解体
12/19解体

1/23解体

1/11解体
1/17解体 1/15解体

11

▼GL+97m
1/30現在の⾼さ

12

1314
15

16

解体作業中



2-1．作業の状況(12〜1⽉)

2

 12⽉は３ブロック，１⽉は４ブロックの解体作業が完了した。
 解体前⾼さ120mであった排気筒は，1⽉30⽇現在，⾼さ約97ｍまで解体が進んでいる。

⼯事前
(2019年8⽉1⽇)

7ブロック解体後
(2020年1⽉11⽇)

9ブロック解体後
(2020年1⽉17⽇)

5ブロック解体後
(2019年12⽉19⽇)

▼GL+99m

8ブロック⽬鉄塔解体作業(1⽉15⽇) 9ブロック⽬筒⾝解体作業(1⽉16⽇)

▼GL+120m



2-2．１〜4ブロック振り返りの効果

3

 12⽉中旬に1〜4ブロック解体作業の振り返りを⾏い，『切断作業の⼿順⾒直し』『準備作業
の⼿順書再整備』『作業環境の改善(現場と本部の情報共有)』を進めてきた。

 5〜10ブロック⽬は，⼤きなトラブル無く順調に解体作業が進んだ。（約１.5ヶ⽉で6ブロッ
ク解体）
振り返りによる主な改善ポイント
＜切断作業の⼿順⾒直し＞
 押し切りと旋回切りを繰り返すミシン切りの採

⽤（参考3参照）
 ドリルシャックリング位置の⾒直し
＜準備作業の⼿順書再整備＞
 段取り替えなど全作業で⼿順書を⾒直し
 ⾒直し⼿順書を現場で多⾯確認(当社・協⼒会社)
 現場で確認した結果は速やかに⼿順書に反映
＜作業環境の改善＞
 遠隔操作室と本部での操作画⾯共有による作業

指揮者・当社・技術者が速やかな意思決定

協⼒企業棟

電話で情報を共有
＋

操作画⾯を共有

遠隔操作室

本部

操作画⾯

現在の作業管理環境

本部に新設された操作画⾯

トラブルの未然防⽌により安全性と作業スピードが改善



3．今後のスケジュール

4

排気筒解体⼯事 ⼯程表
2019年 2020年

7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ １⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

解体
⼯事

その他

※『B』は解体ブロックの番号を⽰す

チップソ
ー

準備作業

▼208稼働

検証作業 1〜4ブロック解体の検証検証作業

1B解体

サブドレン
設備復旧

4B解体

2B解体 3B解体

5B〜11B解体

クレーン
点検

悪天候等により
変動する可能性有り

解体
▼完了12B〜23B解体

 2⽉には⼤型クレーンの年次点検を⾏うため，３週間解体作業を中断するが，2⽉下旬の作業
再開後は，5⽉上旬の解体完了に向けて安全最優先で作業を進めていく。

 今後も，作業進捗に合わせ，習熟効果などの⼯程短縮実績や悪天候などの遅延要素も反映し，
その都度⼯程を⾒直しながら進めていく。(1⽉は⼯程⾒直しは無し）



参考１．環境影響評価の妥当性確認 〜5,7,9ブロック⽬〜

5

※１ ⾶散防⽌剤が塗布された状態でサンプリング ※２ スミアろ紙をGe半導体検出器で定量（Cs-137の表⾯汚染密度）
※３ スミアろ紙をZnSシンチレーション汚染サーベイメータ（Am-241校正）で定量

＜ 測定部位 ＞

＜ 測定位置 ＞

筒⾝（断⾯）
東

南

⻄

北

部
位

表⾯汚染密度 [Bq/cm2]※2
筒⾝内部（右下図 ）

東 南 ⻄ 北
5 6×101 6×101 3×102 1×102

7
9

部
位

α核種の表⾯汚染密度 [Bq/cm2]※3

筒⾝内部（右下図 ）
東 南 ⻄ 北

5 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2

7 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2

9 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2

部位
表⾯線量率（γ線） [mSv/h]

筒⾝内部（右下図 ） 筒⾝外部（右下図 ） BG東 南 ⻄ 北 東 南 ⻄ 北

5 0.04 0.04 0.04 0.05 0.06 0.05 0.05 0.05 0.03〜0.05

7 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03〜0.05

9 0.10 0.10 0.60 0.10 0.03 0.03 0.04 0.04 0.02

1
2
3

45
67

89
10

11
12

1314

15
16

 解体作業のダスト影響評価の検証のために，⾶散防⽌剤の上から，解体部材（筒⾝
）表⾯の汚染を直接採取（スミア法）※1 し、表⾯汚染密度を測定した。

 表⾯線量率は、５，７ブロック⽬はこれまでの変動範囲内であったが、９ブロック
⽬の筒⾝内部に溶接箇所のさび部があり、これまでよりも⾼い値が確認された。

 表⾯汚染密度は、100〜102Bq/cm2で検出されたが、解体前に実施した表⾯汚染密
度の評価値（103〜104Bq/cm2）と⽐べて低いことを確認した。また、α核種の表
⾯汚染密度も測定し、検出されていないことを確認した。

今回測定した部分

分析中



6

 5ブロック⽬の筒⾝切断作業中（12/17-12/19︓図中 背景部）のダスト濃度が、管理値未満(5×10-3

Bq/cm3)であることを確認。また、当該期間中に敷地境界においてもダスト上昇がないことを確認してい
る。

参考２．筒⾝切断作業中ダスト濃度 〜５ブロック⽬の解体時〜

12/17 12/18-19

＜ 排気筒解体装置のダストモニタ指⽰ ＞

● 空気中放射性物質濃度（検出限界を超過したものをプロット）
● 検出限界値

＜ 敷地境界近傍ダストモニタ指⽰値（ 2019/12/8 〜 2020/1/26 ）＞

管理値 1E-5Bq/cm3

12/17-19
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 7ブロック⽬の筒⾝切断作業中（1/9-1/11︓図中 背景部）のダスト濃度が、管理値未満(5×10-3

Bq/cm3)であることを確認。また、当該期間中に敷地境界においてもダスト上昇がないことを確認してい
る。

参考２．筒⾝切断作業中ダスト濃度 〜7ブロック⽬の解体時〜

1/10 1/11

＜ 排気筒解体装置のダストモニタ指⽰ ＞

● 空気中放射性物質濃度（検出限界を超過したものをプロット）
● 検出限界値

＜ 敷地境界近傍ダストモニタ指⽰値（ 2019/12/8 〜 2020/1/26 ）＞

1/9 1/10-1/11

1/9-11
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 9ブロック⽬の筒⾝切断作業中（1/16-1/17︓図中 背景部）のダスト濃度が、管理値未満(5×10-3

Bq/cm3)であることを確認。また、当該期間中に敷地境界においてもダスト上昇がないことを確認してい
る。

参考２．筒⾝切断作業中ダスト濃度 〜9ブロック⽬の解体時〜

1/16-1/17

1/16 1/17

＜ 排気筒解体装置のダストモニタ指⽰ ＞

● 空気中放射性物質濃度（検出限界を超過したものをプロット）
● 検出限界値

＜ 敷地境界近傍ダストモニタ指⽰値（ 2019/12/8 〜 2020/1/26 ）＞

1/16-17
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 10ブロック⽬の筒⾝切断作業中（1/21-1/23︓図中 背景部）のダスト濃度が、管理値未満(5×10-3

Bq/cm3)であることを確認。また、当該期間中に敷地境界においてもダスト上昇がないことを確認してい
る。

参考2．筒⾝切断作業中ダスト濃度 〜10ブロック⽬の解体時〜

1/21 1/22-1/23

1/22 1/23

＜ 排気筒解体装置のダストモニタ指⽰ ＞

● 空気中放射性物質濃度（検出限界を超過したものをプロット）
● 検出限界値

＜ 敷地境界近傍ダストモニタ指⽰値（ 2019/12/8 〜 2020/1/26 ）＞

1/21-23



参考3．筒⾝の切断⼿順

10

 解体作業の⾒直しとして，１〜4ブロック⽬の知⾒を反映し，5ブロック⽬以降は以下の通り
，筒⾝の切断⼿順を⾒直した。

︓クランプ・ドリル位置

⾒直し③
約５０％切断後
刃の状態確認・交換

︓縦切8か所 ︓ミシン切り
︓押切り︓ミシン切り

︓クランプ・ドリル位置

︓旋回切り（横切り）

︓縦切４か所

※チップソーの刃は，耐久性に優れた新刃を使⽤する

︓押切り

⾒直し①
縦切りは8箇所
先⾏実施

⾒直し②
ミシン切り採⽤

⾒直し⑤
切断線をつなぐ
箇所は押切り

当
初
計
画

５
ブ
ロ
ッ
ク
⽬
以
降

⼿順⾒直し

溶接部

⾒直し④
クランプ・ドリ
ル位置の⾒直し

︓クランプ・ドリル位置



参考4．1~4ブロック⽬解体部材の測定結果

11

＜ 測定部位 ＞

＜ 測定位置 ＞

筒⾝（断⾯）
東

南

⻄

北

部
位

表⾯汚染密度 [Bq/cm2]※2
筒⾝内部（右下図 ）

東 南 ⻄ 北
1 4×101 7×100 2×102 6×102

2 2×102 8×100 1×101 2×101

3 2×100 2×100 3×101 2×101

4 3×101 3×101 2×102 2×102

※１ ⾶散防⽌剤が塗布された状態でサンプリング ※２ Ge半導体検出器で定量（Cs-137の表⾯汚染密度）
※３ ZnSシンチレーション汚染サーベイメータ Am-241校正）で定量

部
位

α核種の表⾯汚染密度 [Bq/cm2]※3

筒⾝内部（右下図 ）
東 南 ⻄ 北

1 <1×10-1 <1×10-1 <1×10-1 <1×10-1

2 <1×10-1 <1×10-1 <1×10-1 <1×10-1

3 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2

4 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2 <6×10-2

部位
表⾯線量率(γ線) [mSv/h]

筒⾝内部（右下図 ） 筒⾝外部（右下図 ） BG東 南 ⻄ 北 東 南 ⻄ 北

1 0.04 0.04 0.04 0.04 0.03 0.05 0.05 0.03 0.03〜0.05

2 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.06 0.06 0.05 0.05〜0.08

3 0.04 0.05 0.04 0.04 0.05 0.06 0.04 0.04 0.05〜0.07

４ 0.02 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03〜0.05

1
2
3

45
67

89
10

11
12

1314
15
16



参考５．筒⾝内部のスミアの全α分析結果について

12

※ スミアろ紙は⾶散防⽌剤が
塗布された状態でサンプリ
ング

 吊下した筒⾝の内側で採取したスミアろ紙については、吊下した直後にZnSサーベイメータで全αの
定量測定を⾏っている（データは参考１参照）が、スミアろ紙を分析室に持ち込み、α⾃動測定装置に
よる全αの詳細分析を別途⾏っている。

 今回、７ブロック⽬の詳細分析結果で、４箇所中1箇所（北側）で検出限界をわずかに上回る値
（ 2.2×10-2[Bq/cm2] ）が確認されたが、Rzoneでα汚染管理を⾏う基準（4.0×10-1[Bq/cm2]）
以下の値である。尚、これまでの１〜５ブロック⽬の筒⾝では検出限界を上回る値は検出されていない。

検出限界未満
検出値

0.0.E+00

1.0.E-01

2.0.E-01

3.0.E-01

4.0.E-01

5.0.E-01

表
⾯

汚
染

密
度

[B
q/

cm
2]

（ Rzoneでα汚染管理を⾏う基準）

1.7.E-02
（詳細分析の検出限界）

2.2.E-02（検出値）

１
ブ
ロ
ッ
ク

２
ブ
ロ
ッ
ク

３
ブ
ロ
ッ
ク

４
ブ
ロ
ッ
ク

５
ブ
ロ
ッ
ク

７
ブ
ロ
ッ
ク

９
ブ
ロ
ッ
ク

10
ブ
ロ
ッ
ク



東京電力ホールディングス株式会社
2020年1月30日

新燃料
貯蔵庫

新燃料 使用済燃料 新燃料 合計

１号機 100 292 0 392 0.0% 392

２号機 28 587 0 615 0.0% 615

３号機 0 503 0 503 11.1% 566

４号機 0 0 0 0 100.0% 1,535

５号機 168 1,374 0 1,542 0.0% 1,542 ・2011/3/11時点の体数は炉内含む

６号機 198 1,456 230 1,884 0.0% 1,704
・2011/3/11時点の体数は炉内含む
・使用済燃料プール保管新燃料の
　うち180体は4号機新燃料

１～６号機 494 4,212 230 4,936 22.3% 6,354

新燃料 合計

乾式キャスク
仮保管設備

0 2,033 69.4% 2,930 キャスク基数37　　　（容量：50基）

共用プール 76 6,161 90.6% 6,799
ラック取替工事実施により当初保管
容量6,840体から変更

新燃料 合計

福島第一合計 800 13,137

（参考）
2011/3/11

時点
備考

（参考）
保管容量

備考
使用済燃料

保管場所 保管率

保管体数（体）

保管体数（体）

取出し率保管場所 使用済燃料プール

2,033

6,085

使用済燃料

12,337

保管体数（体）

使用済燃料等の保管状況

共用プール

乾式キャスク仮保管設備

１号
２号
３号
４号

共用プール

乾式キャスク仮保管設備

５号
６号

赤字：前回(2019/12/19)報告時からの変更点

※：7体の使用済燃料を輸送容器へ装填し、

共用プール建屋へ輸送(2020/1/29）

※



2020/1/30

東京電⼒ホールディングス株式会社

1号機⾶散防⽌剤散布実績及び予定
3号機オペレーティングフロアの連続ダストモニタの計測値



1

1.定期散布（1号機）

定期散布

⽬ 的 オペレーティングフロア（以下、オペフロ）上へ⾶散防⽌剤を定期的に散
布し、ダストの⾶散抑制効果を保持させることを⽬的とする。

頻 度 1回/⽉
標準散布量 1.5L/㎡以上

濃 度 1/10

散布範囲

散布⾯積 1,234㎡

PN

建屋カバー

オペフロ

約40m

約30m

︓散布範囲
【凡例】



2

2.作業時散布・定期散布の実績及び予定（1号機）

作業時散布

⽬ 的 オペフロ上での（ガレキ撤去や除染等）作業に応じて、⾶散防⽌剤を散布
し、ダストの⾶散を抑制することを⽬的とする

標準散布量 1.5L/㎡以上 濃 度 1/10

散布対象
作業 北側ガレキ撤去

定期散布の実績及び予定
計画（1⽉） 実績（1⽉） 計画（2⽉）

完了予定⽇︓1⽉25・26⽇ 完了⽇︓1⽉25・26⽇ 完了予定⽇︓2⽉15・16⽇
PN

建屋カバー

オペフロ

PN

建屋カバー

オペフロ

：計画散布範囲【凡例】 ：実績散布範囲 2020年1月30日時点

PN

建屋カバー

オペフロ
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3.作業時散布の実績及び予定（1号機）
当該週の散布範囲

⽉

散布⾯積合計（m2）

平均散布量（L/m2・回）

4.21E-04 （最⼤） 4.79E-04 （最⼤） 6.02E-04 （最⼤） 4.52E-04 （最⼤） 4.66E-04 （最⼤） 4.77E-04 （最⼤） 3.06E-04 （最⼤）
ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩）

⽉

散布⾯積合計（m2）

平均散布量（L/m2・回）

2.03E-04 （最⼤） 2.87E-04 （最⼤） 2.20E-04 （最⼤） 2.37E-04 （最⼤） 2.75E-04 （最⼤） 2.05E-04 （最⼤） 2.27E-04 （最⼤）
ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩）

⽉

散布⾯積合計（m2）

平均散布量（L/m2・回）

2.61E-04 （最⼤） 3.45E-04 （最⼤） 2.49E-04 （最⼤） 3.25E-04 （最⼤） 2.51E-04 （最⼤） 2.70E-04 （最⼤） 2.66E-04 （最⼤）
ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩）

⽉

散布⾯積合計（m2）

平均散布量（L/m2・回）

3.93E-04 （最⼤） 3.40E-04 （最⼤） 2.32E-04 （最⼤） 3.78E-04 （最⼤） 2.66E-04 （最⼤） 3.16E-04 （最⼤） 2.36E-04 （最⼤）
ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩）

⽉

散布⾯積合計（m2）

平均散布量（L/m2・回）

3.19E-04 （最⼤） 2.85E-04 （最⼤） 2.22E-04 （最⼤） 2.25E-04 （最⼤） 2.15E-04 （最⼤） 2.73E-04 （最⼤） 3.02E-04 （最⼤）
ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩）

⽉

散布⾯積合計（m2）

平均散布量（L/m2・回）

3.25E-04 （最⼤） 2.78E-04 （最⼤） 3.33E-04 （最⼤） 2.85E-04 （最⼤） 3.04E-04 （最⼤） 2.61E-04 （最⼤） 2.58E-04 （最⼤）
8.24E-07 （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩）

⽉

散布⾯積合計（m2）

平均散布量（L/m2・回）

3.06E-04 （最⼤） 4.07E-04 （最⼤） 3.95E-04 （最⼤） （最⼤） （最⼤） （最⼤） （最⼤）
ND （最⼩） ND （最⼩） ND （最⼩） （最⼩） （最⼩） （最⼩） （最⼩）

※1 表記の連続ダストモニタ計測値は速報値、ND=不検出 2020年1⽉28⽇時点
※2 作業途中からの強⾵によりクレーンを稼働させることができなかったため作業後の⾶散防⽌剤散布はなし。なお、ダストモニタに有意な変動が無いことを確認。

連続ダストモニタの計測値
（Bq/cm3）※１

(定期散布実施) 5 －
2 －

散布対象作業 － ガレキ撤去 －

(定期散布実施)

26（⽇） 27（⽉） 28（⽕） 29（⽔） 30（⽊） 31（⾦） 1（⼟）

－ － － 5 3.3 3.3
－ － 2 3 3 (定期散布実施)

散布対象作業 － － － ガレキ撤去 ガレキ撤去 ガレキ撤去 －

－

－
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※１

19（⽇） 20（⽉） 21（⽕） 22（⽔） 23（⽊） 24（⾦） 25（⼟）

－ － － － － 3.3

(定期散布実施)
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※１

3 － －

散布対象作業 － － － － － ガレキ撤去 －

－

－
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※１

12（⽇） 13（⽉） 14（⽕） 15（⽔） 16（⽊） 17（⾦） 18（⼟）

－ － 3.3 － 3.3 －
－

散布対象作業 － － ガレキ撤去 － ガレキ撤去 － －

－

－
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※１

－

散布対象作業 － － － － － － －

1⽉

5（⽇） 6（⽉） 7（⽕） 8（⽔） 9（⽊） 10（⾦） 11（⼟）

－ － － － － －
－ － － － － －－

12⽉

－ 3 － 3 － －

－ － － －

29（⽇） 30（⽉） 31（⽕） 1（⽔） 2（⽊） 3（⾦） 4（⼟）

－ 3.3 3.3 3.3 － －
3 3 3 － － － －

散布対象作業 － ガレキ撤去 ガレキ撤去 ガレキ撤去 － － －

－

－
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※１

22（⽇） 23（⽉） 24（⽕） 25（⽔） 26（⽊） 27（⾦） 28（⼟）

－ 3.3 5 3.3 3.3 3.3

－
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※１

3 2 3 3 3 － －

散布対象作業 － ガレキ撤去 ガレキ撤去 ガレキ撤去 ガレキ撤去 ガレキ撤去 －

－

15（⽇） 16（⽉） 17（⽕） 18（⽔） 19（⽊） 20（⾦） 21（⼟）

PN

25⽇

PN

26⽇
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４.オペレーティングフロアの連続ダストモニタの計測値（3号機）
当該週の散布範囲

⽇

散布⾯積合計（m2）
平均散布量（L/m2・回）※1

4.90E-05 （最⼤） 3.98E-05 （最⼤） 6.32E-05 （最⼤） 4.62E-05 （最⼤） 3.27E-05 （最⼤） 4.89E-05 （最⼤） 4.48E-05 （最⼤）
ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩）

⽇

散布⾯積合計（m2）
平均散布量（L/m2・回）※1

6.52E-05 （最⼤） 4.28E-05 （最⼤） 4.64E-05 （最⼤） 3.68E-05 （最⼤） 3.86E-05 （最⼤） 3.91E-05 （最⼤） 5.25E-05 （最⼤）
ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩）

⽇

散布⾯積合計（m2）
平均散布量（L/m2・回）※1

3.48E-05 （最⼤） 5.04E-05 （最⼤） 5.08E-05 （最⼤） 5.96E-05 （最⼤） 2.76E-05 （最⼤） 4.75E-05 （最⼤） 6.70E-05 （最⼤）
ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩）

⽇

散布⾯積合計（m2）
平均散布量（L/m2・回）※1

3.74E-05 （最⼤） 4.35E-05 （最⼤） 7.54E-05 （最⼤） 4.25E-05 （最⼤） 3.53E-05 （最⼤） 3.75E-05 （最⼤） 5.91E-05 （最⼤）
ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩）

⽇

散布⾯積合計（m2）
平均散布量（L/m2・回）※1

4.78E-05 （最⼤） 5.16E-05 （最⼤） 4.07E-05 （最⼤） 4.43E-05 （最⼤） 3.72E-05 （最⼤） 2.55E-05 （最⼤） 2.64E-05 （最⼤）
ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩）

⽇

散布⾯積合計（m2）
平均散布量（L/m2・回）※1

5.06E-05 （最⼤） 4.98E-05 （最⼤） 2.94E-05 （最⼤） 3.73E-05 （最⼤） 5.39E-05 （最⼤） 3.73E-05 （最⼤） 5.34E-05 （最⼤）
ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩）

⽇

散布⾯積合計（m2）
平均散布量（L/m2・回）※1

5.36E-05 （最⼤） 4.04E-05 （最⼤） － （最⼤） － （最⼤） － （最⼤） － （最⼤） － （最⼤）
ND※3 （最⼩） ND※3 （最⼩） － （最⼩） － （最⼩） － （最⼩） － （最⼩） － （最⼩）

※1 平均散布量は作業前、作業後に分けて記載 ※2 表記の連続ダストモニタ計測値は速報値 ※3  ND=不検出 2020年1⽉28⽇時点
※4 遮へい体設置完了に伴い定期・作業時散布は終了

散布対象作業※4

連続ダストモニタの計測値
（Bq/cm3）※2

－ －
－ － － － － － －

－ － － － －

－ － － － －

－
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※2

19（⽇） 20（⽉） 21（⽕） 22（⽔） 23（⽊） 24（⾦） 25（⼟）

－

－ － － － － －
－ － － － － － －

散布対象作業※4 － － － － － － －

－

－
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※2

26（⽇） 27（⽉） 28（⽕） 29（⽔） 30（⽊） 31（⾦） 1（⼟）

－

－ － － － － －

－

－ － － － － － －

17（⾦） 18（⼟）

－

散布対象作業※4 － － － － － －

連続ダストモニタの計測値
（Bq/cm3）※2

12（⽇） 13（⽉） 14（⽕） 15（⽔） 16（⽊）

－
－ － － － － － －
－ － － － － －

11（⼟）

－

散布対象作業※4 － － － － － － －

－ － －
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※2

5（⽇） 6（⽉） 7（⽕） 8（⽔） 9（⽊） 10（⾦）

－ －

－ － － － － － －

2（⽊） 3（⾦） 4（⼟）

－

散布対象作業※4 － － － － －

連続ダストモニタの計測値
（Bq/cm3）※2

1⽉

29（⽇） 30（⽉） 31（⽕） 1（⽔）

－ － － －

－
－ － － － － － －
－ － － － － －

28（⼟）

－

散布対象作業※4 － － － － － － －

－ － －
連続ダストモニタの計測値

（Bq/cm3）※2

22（⽇） 23（⽉） 24（⽕） 25（⽔） 26（⽊） 27（⾦）

－

－ － － － － － －

20（⾦） 21（⼟）

－

散布対象作業※4 － － － － － －

12⽉

15（⽇） 16（⽉） 17（⽕） 18（⽔） 19（⽊）

－ － － －


